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平塚市の人口と世帯数 
＜平成19年3月1日現在（ ）内は前月比＞

●人口：260,240人　（ー60）

男 132,552人 女 127,688人

●世帯：101,875世帯（＋70）

広報ひらつかを携帯電話でご覧になれます。メニューリスト（トップメニュー）→テレモ自治体情報→平塚市 

　会場は中央公民館。対象は市内在住・在勤・在学の18歳以上の方（高校生は除
く）です。講議内容など詳しい案内が各公民館にありますので、ご覧ください。 
　お申し込みは、4月11日（水）までに、はがきに講座名（１枚につき１講座、1人2
講座まで）と住所・氏名・年齢・電話番号（市外にお住まいの方は勤務先も）を記
入し、中央公民館（〒254－0047追分１ー20）へ。 

4月27日（金）午前10時　中央公民館大ホール　　　　 
講演会の講師は、坂本貴史さん（歯科医師） 
講演会には講座を受講しない方も参加できます　　　 

合同開講式・講演「漢字を温ねれば齢の大切さが理かる」 

1.楽しい古今和歌集 
～日本人の感性の源泉をさぐる～ 

尾島政雄さん 
（文芸評論家） 

5／16～12／19の水曜日、 
午後2時～3時30分、全18回 

2.百人一首を知る 
～歌の鑑賞やかるた遊びなど～ 

津久井勤さん 
（全日本かるた協会 
　　調査研究部副部長） 

5／10～12／20の木曜日、 
午後2時30分～4時、全18回　 

3.古代文明への誘い 
近藤英夫さん 

（東海大学歴史学科教授） 
ほか 

5／18ほか全8回、 
金曜日の午後2時～3時30分　 

4.裁判員制度講習 
～もしもあなたが選ばれたら～ 

横浜地方検察庁 
検察官 

5／15ほか全4回、 
火曜日の午後2時30分～4時　 

1.資産運用管理 
～退職後の経済プランを考える～ 

NPOエイプロシス 5／16・5／23の水曜日、 
午後2時～3時30分、全2回　 

2.リンパで健康・ステキに変身 
～ナイス・リンパ健康法を学ぶ～ 

遠藤敏昭さん 
（セラピスト） 

6／8～6／29の金曜日、 
午前10時～11時30分、全4回 

3.朗読のひととき 
～詩・絵本などの読み方を実習～ 

加藤敬子さん 
（語りと語りの会主宰） 

5／11～8／24の金曜日、 
午後1時30分～3時30分、全8回　 

4.初めてのテーブルコー 
　ディネート＆風呂敷で 
　素敵にラッピング 

鈴木野風子さん 
（テーブルコーディネーター） 
近藤小百合さん 

（ラッピングコーディネーター） 
 

6／7～6／21の木曜日、 
午後2時～4時、全3回　 

市民アカデミー 定員20人（2は30人）〔抽選〕、 
教材費300円（2は400円、4は100円材料費別途） 

市民大学講座 定員60人（1は50人）〔抽選〕 
教材費300円（2はテキスト代390円別途） 

講　座　名 講　　師 日　　時 

たず は わ 

す てき 

ふ ろ しき 

各公民館で活動しているサーク
ルの活動日・活動内容などが分か
る一覧表は、インターネットでご
覧になれます。サークル活動に興
味がある方は次のアドレスへ･･･
http://www.city.hiratsuka.kana
gawa.jp/gakusyu/dantai.htm
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市民アカデミーは平塚に住んでいた当時
に知人の紹介で受講しました。ジャズダン
スに対して最初は抵抗がありましたが、始
めたら楽しくて続けられました。講座終了
後に、ほかの受講生と「これで終わるのは
残念だからグループとして続けましょう」
という話になり、サークルを始めました。
講座・サークルを通して、いい仲間にも恵
まれ、受講して本当によかったですね。

昭和57年度市民アカデミーを受講したメンバー 野崎まゆみさん（横浜市）

市民アカデミーでは、講座の先生が根気よ
く指導してくださったのを覚えています。先
生は、その後結成したサークルでも指導して
くださいました。上達はけっして早くなかっ
たと思いますが、いつも「進歩は畳の目ほど
でいいから、とにかく続けなさい」とおっし
ゃってくださり、今に至ります。今では演奏
の奥深さにすっかり魅了され、先生の言葉ど
おりに続けてよかったなと思っています。

昭和57年度市民アカデミーを受講したメンバー 相原喜久江さん（夕陽ケ丘）

昭和57年度市民アカデミー「ジャズダンス」から生まれた 
サークル「ジャギー＆Msひらつか」 

昭和昭和57年度市民年度市民アカデミー「マンドリン・ギター」から生まれた 
サークル「アンサンブルやよい」 

昭和57年度市民アカデミー「マンドリン・ギター」から生まれた 
サークル「アンサンブルやよい」 
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平成19年4月1日　２

本文中に　　　　とあるも
のは、住所、氏名、年齢、
電話番号をお書きください。 
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９
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館
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）
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講
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２
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５
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３
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５
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ラ
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千
草
会
作
品
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おすすめ番組チェック 

◆平塚市広報番組
「TAIKEN通信 Vol.48」

《放送日：月・火・木・日曜日午後１時、午後
６時30分ほか》
※市の広報番組のVHSテープ・DVDは図書館
で貸し出しています。

昨年10月に施行
した「さわやかで
清潔なまちづくり
条例」。だれもが
暮らしやすいまち
を目指すこの条例
をPRするキャン
ペーンや清掃活動に、若者二人が挑戦します。
◆｢書の真～田中真洲の人と芸術～」
平塚市を拠点に、戦後の書道界を支え続けた

書家・田中真洲さん。作品や門下生の証言、著
作物、ゆかりの品々などにより、その人となり
を描きます｡

□問 広報課（121－8761）

館へ

★びわ青少年の家夏休み利用抽選会
夏休み期間中（７月21日～８月31

日）の利用団体を募集します。

抽選日時 ４月19日（木）午後６時

30分開始

対象 市内在住の小・中学生が主

体の10人以上の団体

利用条件 １団体１泊２日まで

□申 ４月５日（木）～13日（金）に、

代表者が電話または直接びわ青少

年の家（土屋・159－0871・月曜日

休館・午前９時～午後５時）へ

★中央図書館4月の展示コーナー
３日～30日

「国際問題」（貸出室）

３日～５月30日

「ユニークな主人公の本」（こども室）

★中央図書館4月の映画会
上映日時 ４月１日～29日の土・

日曜日、午後２時

★ブックスタート参加予約受け付け
日時 ①５月９日（水）②５月23日

（水）③５月27日（日）、午前10時～

11時30分

会場 ①③中央図書館②北図書館

対象 市内在住の１歳未満のお子

さんとその保護者

□申 電話で中央図書館へ

★春期特別展「幕末の村おこし 二宮
尊徳と片岡村・克譲社の報徳仕法」
会期 ５月６日（日）まで

「特別展展示解説」

日時　４月７日（土）午前10時～11

時、４月15日（日）午後１時30分～

２時30分

「講演会・二宮尊徳の仕事と生涯」

日時　４月15日（日）午後２時～３

時30分

講師 早田旅人（博物館学芸員）

定員 80人（当日会場にて先着順）

「史跡見学会 二宮尊徳の生まれ育

った栢山村を歩く」

日時 ４月21日（土）午後１時～４時

定員 30人（抽選）

□申 ４月13日（金）までに、往復は

がきに必要事項を記入し、博物館へ

★寄贈品コーナー「新資料紹介・自然」
会期 ４月４日（水）～30日（休）

★プラネタリウム（観覧料100円）
「４月の星空ナビ」

投影日 ４月７日（土）午後２時

「ほうき星に乗って」

投影日 ４月14日～５月27日の土・

日曜日、午前11時と午後２時

★漂着物を拾う会（参加自由）
日時 ４月14日（土）午前９時30分

～11時

会場 虹ケ浜海岸

□申 初めて参加する方は往復はが

きに必要事項を記入し、博物館へ

★みんなで調べよう「ツバメ巣調べ」
日時 ４月21日（土）午前10時～正

午、７月22日（日）午後１時～４時

定員 30人（抽選）

□申 ４月10日（火）までに、往復は

がきに必要事項を記入し、博物館へ

★ろばたばなし（参加自由）
日時 ４月15日（日）午後１時20分

と３時

★特集展（一般200円、学生100円）
「本荘赳」「屏風

びょうぶ

絵」「工芸と彫刻」

会期 ４月８日（日）まで

「新収蔵品展」

会期 ４月14日（土）～５月27日（日）

★4月の市民アートギャラリー
４日～８日　陶悠会作品展

５日～８日　ポーセレンペインティ

ング展

11日～15日　心派日本画大展

17日～22日　オクトアトリエ展

24日～30日　世界の山々・すさ美

会展

★アートギャラリー利用受け付け
利用期間 平成19年10月～３月

利用条件 １日単位で最長６日間

（火曜日～日曜日）※月曜日が祝

日・休日の場合、最長７日間

利用料 全室10,000円、Ａ室6,000円、

Ｂ室4,000円（市外の方は５割増し）

□申 ４月10日（火）までに、美術館

にある申込用紙を同館へ

★青少年海外派遣団員を募集
派遣先 姉妹都市・アメリカ合衆

国カンザス州ローレンス市

期間 ７月24日（火）～８月３日（金）

対象 市内在住の中学生・高校生、

18人（作文・面接などによる選考）

参加者負担金 100,000円

□申 ４月29日（祝）までに、青少年

会館・各公民館にある申込書を直

接青少年会館へ

★成人式実行委員になりませんか
対象 昭和62年４月２日～昭和63

年４月１日に生まれた方

□申 ４月28日（土）までに、電話で

青少年会館へ

★ひらつかユースカレッジ
ボランティアや地域活動への参

加、討論会、イベント企画などい

ろいろなことに挑戦しませんか。

日時 ５月中旬から原則木曜日の

午後７時～９時

対象 市内在住の18～30歳の方（高

校生は保護者の同意が必要）

□申 ４月３日（火）から、青少年会
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休館日/２、９、16、23日 

〒２５４-００４１浅間町１２-４１ 
1３１-０４１５ 6３１-９９８４ 
休館日/２、９、16、23日 

▽
参
加
料

５
０
０
０
円

⑥
初
心
者
水
泳
教
室（
40
人
）

▽
日
時

５
月
22
日
〜
６
月
15
日
の

火
・
金
曜
日
、
午
後
６
時
30
分
〜
８

時
、
全
８
回

▽
参
加
料

５
０
０
０
円

▽
日
時

４
月
19
日
（
木
）
午
前
９

時
開
会

▽
会
場

ひ
ら
つ
か
ア
リ
ー
ナ

▽
対
象

市
内
在
住
の
30
歳
以
上
の

女
性
ま
た
は
既
婚
の
女
性

▽
競
技
方
法

ダ
ブ
ル
ス

□申

４
月
12
日（
木
）ま
で
に
、
ス
ポ

ー
ツ
課（
平
塚
球
場
内
・
1
31
―
３
０

６
０
）へ

▽
日
時

５
月
８
日（
火
）午
前
９
時

開
会

▽
会
場

ひ
ら
つ
か
ア
リ
ー
ナ

▽
対
象

市
内
在
住
の
30
歳
以
上
の

女
性
ま
た
は
既
婚
の
女
性（
１
チ
ー
ム

４
〜
６
人
、
同
一
中
学
校
区
内
で
編
成
）

▽
競
技
方
法

ダ
ブ
ル
ス
の
団
体
戦

□申

４
月
18
日（
水
）ま
で
に
、
ス
ポ

ー
ツ
課（
平
塚
球
場
内
・
1
31
―
３
０

６
０
）へ

▽
日
時

４
月
３
日
・
17
日
の
火
曜

日
、
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

▽
種
目

卓
球
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
な
ど（
用
具
持
参
）

▽
開
放
施
設

ア
リ
ー
ナ
４
面
の
う

ち
の
２
面

□問

馬
入
ふ
れ
あ
い
公
園
管
理
事
務

所（
1
25
―
０
０
１
１
）

会
場
は
平
塚
総
合
体
育
館（
③
は

ひ
ら
つ
か
ア
リ
ー
ナ
）。
お
申
し
込

み
は
、
４
月
16
日（
月
）ま
で
に
、
は

が
き
ま
た
は
申
込
書
に
教
室
名
・
必

要
事
項（
氏
名
に
は
ふ
り
が
な
）を
記

入
し
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団（
〒
254

―
0074
大
原
１
―
１
・
1
35
―
０
１
０

２
）へ
。
抽
選
。

①
初
め
て
の
方
へ
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
教

室（
70
人
）

▽
日
時

５
月
８
日
〜
６
月
26
日
の

火
曜
日
、
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
、

全
８
回

▽
参
加
料

４
０
０
０
円

②
親
子
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室（
20
組
）

▽
日
時

５
月
８
日
〜
６
月
26
日
の

火
曜
日
、
午
後
３
時
30
分
〜
４
時
30

分
、
全
８
回

▽
対
象

４
歳
児
〜
小
学
校
３
年
生

と
そ
の
保
護
者

▽
参
加
料

４
０
０
０
円

③
男
性
フ
ッ
ト
サ
ル
教
室（
35
人
）

▽
日
時

５
月
10
日
〜
６
月
28
日
の

木
曜
日
、
午
後
７
時
15
分
〜
９
時
、

全
８
回

▽
対
象

30
歳
以
上
の
方

▽
参
加
料

３
０
０
０
円

④
け
ん
こ
つ
体
操
教
室（
30
人
）

▽
日
時

５
月
11
日
〜
６
月
29
日
の

金
曜
日
、
午
前
９
時
20
分
〜
10
時
30

分
、
全
８
回

▽
参
加
料

２
５
０
０
円

⑤
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室（
70
人
）

▽
日
時

５
月
11
日
〜
６
月
29
日
の

金
曜
日
、
午
前
10
時
45
分
〜
正
午
、

全
８
回

▽
対
象

60
歳
ま
で
の
方

該
当
す
る
方
で
、
期
間
中
に
民
生
委

員
児
童
委
員
の
訪
問
が
な
い
方
は
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い

□問

高
齢
福
祉
課（
1
21
―
８
７
７
８
）

▽
調
査
方
法

４
月
５
日
（
木
）
〜

５
月
15
日
（
火
）
の
間
に
、
民
生
委

員
児
童
委
員
が
対
象
者
の
い
る
世
帯

を
訪
問
し
、
調
査
票
を
配
り
ま
す
。

▽
期
日

５
月
26
日（
土
）※
雨
天
中

止▽
会
場

馬
入
ふ
れ
あ
い
公
園

▽
対
象

市
内
在
住
の
方（
個
人
・
グ

ル
ー
プ
）
※
業
者
は
除
く
、
飲
食

物
・
生
き
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
関
係

の
な
い
手
作
り
品
・
電
気
製
品
は
販

売
で
き
ま
せ
ん

▽
募
集
店
舗

１
２
０
店（
世
帯
グ

ル
ー
プ
と
も
１
店
・
抽
選
）

▽
公
開
抽
選

４
月
17
日（
火
）午
前

９
時
30
分

▽
参
加
料

５
０
０
円

□申

４
月
10
日（
火
）ま
で
に
、
往
復

は
が
き
に
必
要
事
項
・
販
売
品
目
・

出
店
方
法（
車
ご
と
、
そ
の
ほ
か
）と

返
信
面
に
送
付
先
を
記
入
し
、
リ
サ

イ
ク
ル
プ
ラ
ザ（
〒
254
―
0014
四
之
宮

７
―
３
―
５
・
1
51
―
５
３
０
１)

へ

▽
時
間

毎
月
第
２
・
３
・
４
土
曜

日
、
午
前
ま
た
は
午
後
の
２
時
間

▽
会
場

松
原
分
庁
舎（
天
沼
７
―

８
）

▽
ク
ラ
ス
／
開
始
時
間

①
初
級
／

午
前
10
時
②
初
級
／
午
後
３
時
③
中

級
／
午
前
10
時
④
中
級
／
午
後
１
時
　

▽
定
員

各
５
人（
先
着
順
）

▽
受
講
料

３
か
月
１
万
円
※
受
講

附
町
15
―
１
・

za
id
a
n
@
h
ira

ts
u
k
a
-b
u
n
k
a
.o
r.jp

・
1
32

―
２
２
３
７
）へ

▽
日
時

４
月
22
日（
日
）午
前
９
時

〜
11
時
30
分
※
当
日
午
前
の
降
水
確

率
50
％
以
上
の
場
合
、
４
月
29
日

（
祝
）に
延
期

▽
集
合

長
善
寺
、
午
前
９
時

▽
コ
ー
ス

長
善
寺
―
高
林
寺
―
北

向
観
音
堂
―
大
念
寺
―
前
鳥
神
社

▽
申
し
込
み

４
月
15
日（
日
）ま
で

に
、
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
を
記
入

し
、
ひ
ら
つ
か
文
化
財
ガ
イ
ド
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
協
会（
〒
254
―
0047
追
分
９

―
36
―
408
）へ

□問

社
会
教
育
課（
1
35
―
８
１
２
４
）

▽
対
象

昭
和
26
年
４
月
２
日
〜
平

成
元
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
方

▽
勤
務
日
時

所
属
長
が
指
定
す
る

年
９
か
月
、
月
12
日
、
１
日
５
時
間

▽
勤
務
内
容

市
内
の
小
・
中
学
校

で
の
児
童
・
生
徒
の
生
活
面
や
学
習

面
の
補
助

▽
賃
金

日
給
４
４
０
０
円
、
交
通
費

▽
面
接
日

４
月
11
日（
水
）

□申

４
月
３
日（
火
）〜
９
日（
月
）に
、

市
販
の
履
歴
書（
Ａ
４
）を
、
本
人
が

直
接
教
職
員
課（
豊
原
分
庁
舎
１
号

館
１
階
・
1
35
―
８
１
１
６
）へ

▽
対
象

次
の
す
べ
て
の
条
件
を
満

た
す
方

○
本
市
に
住
民
登
録
し
、
１
年
以
上

在
住

○
本
市
の
審
議
会
、
懇
話
会
な
ど
の

者
は
国
際
交
流
協
会
に
入
会
し
て
い

た
だ
き
ま
す（
年
会
費
２
０
０
０
円
）

□申

交
流
親
善
課（
1
25
―
２
５
２

０
）へ

▽
日
時

４
月
14
日（
土
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時

▽
会
場

博
物
館
講
堂

▽
内
容

講
演
会「
近
世
、
相
模
川
の

舟
運
と
地
域
の
人
々
」

▽
講
師

中
門
吉
松
さ
ん

▽
定
員

50
人（
先
着
順
）

□申

４
月
12
日（
木
）ま
で
に
、
電
話

ま
た
は
は
が
き
・
フ
ァ
ク
ス
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
環
境
政
策
課（
〒

254
―
8686
浅
間
町
９
―
１
・
内
線
２
３

３
０
・
6
21
―
９
６
０
３
）へ

▽
日
時

５
月
〜
10
月
の
金
曜
日
11

回
と
７
月
10
日（
火
）、
午
後
６
時
〜

８
時
、
全
12
回

▽
会
場

市
民
セ
ン
タ
ー

▽
講
師

ｓ
ｈ
ｉ
ｆ
ｏ
さ
ん

▽
対
象

中
学
生
以
上
の
方
、
50
人

（
先
着
順
）

▽
受
講
料

１
５
０
０
０
円（
高
校

生
以
下
７
５
０
０
円
）

□申

は
が
き
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
必

要
事
項（
学
生
の
方
は
学
校
名
も
）を

記
入
し
、
文
化
財
団（
〒
254
―
0045
見

静
岡
県
伊
豆
市
の
天
城
ふ
る
さ
と

広
場
に
あ
る
平
塚
市
の
施
設（
天
城

山
荘
・
キ
ャ
ン
プ
場
・
体
育
館
な

ど
）は
、
４
月
１
日
か
ら
伊
豆
市
の

施
設
に
な
り
ま
す
。
施
設
は
引
き
続

き
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
が
、
利
用
料

金
や
利
用
方
法
・
利
用
条
件
な
ど
が

変
わ
り
ま
す
。
ご
利
用
は
直
接「
天

城
山
荘
」（
1
０
５
５
８
―
87
―
１
０

５
０
・
6
０
５
５
８
―
87
―
０
５
５

７
）へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
伊
豆
市
と
の「
市
民
休
養

の
郷さ

と

」提
携
に
基
づ
き
、
伊
豆
市
内

に
あ
る
旅
館
の
割
引
制
度
を
始
め
ま

し
た
。
ど
う
ぞ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

□問

交
流
親
善
課（
1
25
―
２
５
２
０
）

中
央
公
民
館
で
は
８
月
中
旬
〜
12

月
の
期
間
、
外
壁
の
改
修
工
事
を
す

る
予
定
で
す
。
特
に
騒
音
や
振
動
が

激
し
い
と
予
想
さ
れ
る
時
期
に
つ
い

て
は
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
で
の
ご

利
用
が
で
き
ま
せ
ん
。
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▽
利
用
で
き
な
い
期
間

８
月
中
旬

〜
９
月

▽
利
用
で
き
な
い
施
設

大
ホ
ー

ル
、
大
会
議
室
、
和
室
、
小
ホ
ー
ル

□問

中
央
公
民
館（
1
34
―
２
１
１
１
）

▽
日
時

５
月
19
日(

土)

午
後
１
時

上
映
開
始

▽
会
場

市
民
セ
ン
タ
ー

▽
上
映
作
品

「
ボ
ン
ベ
イ
」「
フ
ラ

ガ
ー
ル
」

▽
入
場
料

１
０
０
０
円（
高
校
生

以
下
５
０
０
円
・
全
席
自
由
）

▽
チ
ケ
ッ
ト

市
民
セ
ン
タ
ー
、
山

野
楽
器
平
塚
ラ
ス
カ
店
、
ヨ
ネ
ザ
ワ

楽
器
な
ど
で
販
売
中

□問

文
化
財
団（
1
32
―
２
２
３
７
）

市
が
実
施
し
て
い
る
無
担
保
・
無

保
証
人
の
融
資
制
度「
チ
ャ
レ
ン
ジ

ア
ッ
プ
資
金
」が
、
４
月
１
日
か
ら
、

利
用
要
件
で
あ
る
業
種
が
通
常
の
市

の
融
資
制
度
と
同
じ
に
な
り
、
利
用

し
や
す
く
な
り
ま
す
。

【
新
創
業
支
援
資
金
】

▽
対
象

市
の
融
資
制
度
と
同
じ
業

種
を
こ
れ
か
ら
起
業
す
る
方
、
創
業

２
年
未
満
の
企
業

▽
融
資
限
度
額

運
転
資
金
５
０
０

委
員
で
は
な
い

○
平
塚
市
女
性
問
題
懇
話
会
、
女
性

プ
ラ
ン
推
進
協
議
会
、
湘
南
ひ
ら

つ
か
男
女
共
同
参
画
推
進
協
議
会

な
ど
の
委
員
の
経
験
が
な
い

○
平
成
19
年
６
月
１
日
現
在
で
20
〜

75
歳
の
方

▽
会
議
開
催
日
　
年
３
回（
平
日
）

▽
定
員

男
女
各
３
人（
選
考
）

▽
任
期

６
月
〜
平
成
21
年
５
月

▽
謝
礼

会
議
１
回
に
つ
き
４
７
０

０
円

□申

４
月
23
日（
月
）ま
で
に
、
市
役

所
・
各
公
民
館
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
に
あ
る
公
募
委
員
申
込
書
を
、

直
接
ま
た
は
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
Ｅ

メ
ー
ル
で
男
女
共
同
参
画
推
進
室

（
〒
254
―
8686
浅
間
町
９
―
１
・
6
21

―
９
７
３
６
・

d
a
n
jo
@
c
ity.

h
ira
ts
u
k
a
.k
a
n
a
g
a
w
a
.jp

・
内
線
２
１
７
２
）へ

▽
対
象

県
内
在
住
・
在
勤
の
20
歳

以
上
で
マ
イ
ア
ジ
ェ
ン
ダ（
環
境
配

慮
に
向
け
て
取
り
組
む
内
容
を
県
に

登
録
す
る
制
度
）に
登
録
し
て
い
る

方
ま
た
は
登
録
予
定
の
方

▽
内
容

地
域
や
職
場
で
の
地
球
温

暖
化
に
関
す
る
普
及
啓
発
活
動

▽
任
期

平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で

の
２
年
間

▽
申
し
込
み

４
月
27
日（
金
）ま
で

に
、
市
役
所
１
階
市
政
情
報
コ
ー
ナ

ー
、
各
公
民
館
な
ど
に
あ
る
応
募
用

紙
を
、
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
な
ど
で
県

環
境
計
画
課（
〒
231
―
8588
横
浜
市
中

区
日
本
大
通
１
・
6
045
―
210
―
８
８

４
５
）へ

□問

環
境
政
策
課（
内
線
２
６
５
９
）

天
城
山
荘
な
ど
の
利
用
方
法

が
変
わ
り
ま
す

国
際
交
流
協
会
の
英
語
講
座

湘
南
ひ
ら
つ
か

ふ
れ
あ
い
マ
ー
ケ
ッ
ト

固
定
資
産
税
が
閲
覧
で
き
ま
す

高
齢
者
対
象
の
住
民
調
査

手
話
講
習
会
入
門
コ
ー
ス

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

平
塚
競
輪
場

ひ
ら
つ
か
市
民
プ
ラ
ザ

ひ
ら
つ
か
ア
リ
ー
ナ
の
無
料
開
放

市
民
病
院
の
入
院
費
、

カ
ー
ド
払
い
が
で
き
ま
す

文
化
財
団
シ
ネ
マ
劇
場

26
日
〜
５
月
１
日
　
春
の
山
野
草
展

４
月
１
日
〜
３
日
　
藤
沢
市
営

５
日
〜
８
日
　
川
崎
記
念
場
外

12
日
〜
15
日
　
武
雄
記
念
場
外

13
日
〜
15
日
　
藤
沢
市
営

30
日
〜
５
月
３
日
　
湘
南
ダ
ー
ビ
ー

万
円
、
設
備
資
金
１
２
０
０
万
円

【
経
営
革
新
事
業
支
援
資
金
】

▽
対
象

経
営
の
向
上
を
目
指
し
て

い
る
方
、
中
小
企
業
の
新
た
な
事
業

活
動
の
促
進
に
関
す
る
法
律
に
基
づ

く
経
営
革
新
計
画
が
承
認
さ
れ
た
方

▽
融
資
限
度
額

運
転
資
金
１
０
０

０
万
円
、
設
備
資
金
４
０
０
０
万
円

□問

産
業
政
策
課（
1
35
―
８
１
０
１
）

▽
期
間

４
月
２
日（
月
）〜
５
月
31

日（
木
）、午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

※
土
・
日
曜
日
、
祝
・
休
日
は
除
く

▽
会
場

固
定
資
産
税
課（
市
役
所
１

階
⑥
番
窓
口
）

▽
対
象

固
定
資
産
税
の
納
税
者
と

そ
の
同
一
世
帯
の
親
族
、
納
税
者
の

代
理
人（
委
任
状
ま
た
は
同
意
書
が

必
要
）

▽
閲
覧
で
き
る
も
の

土
地
や
家
屋

の
評
価
額
な
ど

▽
持
ち
物

運
転
免
許
証
な
ど
の
本

人
確
認
が
で
き
る
も
の

□問

固
定
資
産
税
課（
1
21
―
８
７

６
８
）

▽
日
時

４
月
15
日
（
日
）
午
前
７

時
〜
８
時
30
分
※
小
雨
決
行

▽
会
場

総
合
公
園
南
駐
車
場

４月２４日（火） 

２５日（水） 

５月７日（月） 

１１日（金） 

１８日（金） 

２１日（月） 

２３日（水） 

２９日（火） 

３１日（木） 

平塚総合体育館 

金田公民館 

なぎさふれあいセンター 

平塚総合体育館 

平塚総合体育館 

神田公民館 

金目公民館 

旭南公民館 

平塚総合体育館 

日　程 会　　　場 

対象 生後３か月以上７歳６か月未満

※体温が37.5℃以上、下痢をしている、予防接

種の受診や特定の疾患が治ってから一定期

間が過ぎていない方は接種できません

受け付け 午後１時30分～２時30分

持ち物 母子健康手帳、体温計、筆記用具、

上履き（平塚総合体育館はスリッパ不可）

□問 健康課（内線2260）

〒２５４-００４１浅間町１２-４１ 
1３３-５１１１ 6３１-３９４９ 
休館日/２、９、16、23日 

ポリオ（小児まひ）の予防接種

お
も
し
ろ
リ
サ
イ
ク
ル
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
店
者

ガ
イ
ド
と
巡
る
平
塚
の
文
化

資
源

相
模
川
湘
南
地
域
協
議
会

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

文
化
財
団
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ゴ
ス
ペ
ル
入
門

女
性
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

女
性
卓
球
大
会

ス
ポ
ー
ツ
教
室
に
参
加
し
よ
う

サ
ン
・
サ
ン
ス
タ
ッ
フ

学
習
支
援
補
助
員

ひ
ら
つ
か
男
女
共
同
参
画

推
進
協
議
会
委
員

チ
ャ
レ
ン
ジ
ア
ッ
プ
資
金
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

４
／
８
県
議
会
議
員
・
県
知
事

４
／
22
市
議
会
議
員
・
市
長

□問

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局（
1
21
―
８
７
９
５
）

投
票
時
間
は
午
前
７
時
〜
午
後
８
時
で
す

▽
販
売
品

地
元
産
の
野
菜
、
果
物
、

花
、
と
れ
た
て
の
魚
、
パ
ン
な
ど

□問

産
業
政
策
課（
1
35
―
８
１
０

１
・
当
日
は
1
23
―
１
１
１
１
）

▽
提
供
個
数

50
個（
抽
選
）

▽
展
示
場
所

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

（
四
之
宮
７
―
３
―
５
）

▽
展
示
期
間

４
月
１
日（
日
）〜
９

日
（
月
）、
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
最
終
日
は
正
午
ま
で
）

▽
費
用

修
理
費
程
度（
リ
サ
イ
ク

ル
協
力
金
・
平
均
２
０
０
０
円)

▽
申
し
込
み

展
示
期
間
中
に
現
品

を
確
認
し
、
申
込
用
紙（
１
人
１
点

限
り
）を
提
出

□問

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ（
1
51
―
５

３
０
１
）

市
で
は
、
武
力
攻
撃
事
態
が
発
生

ま
た
は
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場

合
の
対
応
に
つ
い
て
の
計
画
と
し
て

「
平
塚
市
国
民
保
護
計
画
」
を
策
定

し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
、
市
役
所

１
階
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
・
消
防
庁

舎
２
階
防
災
課
・
各
公
民
館
・
各
図

書
館
・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に

な
れ
ま
す
。

□問

防
災
課（
1
21
―
９
７
３
４
）

地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
員

中
央
公
民
館
の
外
壁
を
改
修

平
塚
市
国
民
保
護
計
画
を
策

定
し
ま
し
た

再
生
家
具
を
提
供
し
ま
す

県内に在住・在勤・在学でコンテストの日現在で18歳以上の女性　 
※高校生、タレント事務所と専属契約をしている方、元ミス七夕（元織り姫）、 
　ほかの市町村のキャンペーンレディなどに選出されている方は除く 
応募用紙（なるべく指定のもの・市ホームページ七夕まつりからも取り出せま
す）に住所、氏名（ふりがな）、生年月日、職業（勤務先・学校名と所在地）、電話
番号と応募動機を記入し、最近３か月以内に撮影した全身が写ったカラー写
真（サービスサイズ・１枚・裏面に氏名を記入）を同封して応募 
①郵送 ： 〒254－0051豊原町2－21平塚市役所農産課内 ・ 湘南ひらつか七夕 
　　　　まつり実行委員会事務局「織り姫コンテスト」係　 
②持参 ： 農産課（豊原分庁舎2号館2階） 
※受け付けは土・日曜日を除く午前8時30分～午後5時 
4月23日（月） 

s応募資格 
 
 
s応募方法 
 
 
 
s応 募 先 
 
 
 
s応募期限 商業観光課（135ー8107） 問 

出 場 者 募 集 

4月14日（土）～5月27日（日）、 
午前9時30分～午後5時 
（入場は午後4時30分まで） 

毎週月曜日（4月30日は開館） 

大人700円、大学・高校生500円（中
学生以下、市内在住の60歳以上の方・
身体障害者手帳または療育手帳を
お持ちの方とその付き添いの方は
無料、第2・4土曜日は高校生無料） 

①4月28日（土）②5月5日（祝） 
③5月13日（日）④5月19日（土） 
各日午後2時～3時 
三沢厚彦と 

美術館（135ー2111） 

会 期 

休館日 

観覧料 

「作家との対談対談」 「作家との対談」 
●期日 
 
●時間 
●出演 

あるときは愛嬌たっぷり、またあるときはふてぶてしい。 
木彫で表現された動物たちの楽しい世界へ、さあ。 

三沢厚彦 
美 術 館 企 画 展 

アニマルズ＋展 
プラス 

（参加自由・要観覧券） 

あいきょう 

①村田朋泰（映像作家） 
②寺田農（俳優） 
③舟越桂（彫刻家） 
④森山大道（写真家） 

問 



曜
日
、
午
前
９
時
〜
正
午
／
花
水
公

民
館
・
桃
浜
公
園
・
松
風
公
園
ほ

か
／
月
会
費
３
５
０
０
円
程
度
／
□問

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
平
塚
第
５
団
の
石

原
1（
36
）１
６
１
５

●
サ
ー
ク
ル
の
新
メ
ン
バ
ー
を
募
集

お
母
さ
ん
た
ち
の
育
児
サ
ー
ク
ル

で
工
作
・
歌
・
手
遊
び
な
ど
を
し
て

遊
ぶ
／
１
〜
４
歳
の
お
子
さ
ん
と
そ

の
保
護
者
／
毎
週
木
曜
日
、
午
前
10

時
15
分
〜
正
午
／
青
少
年
会
館
／
入

会
金
５
０
０
円
、
会
費
１
０
０
０
円

（
３
か
月
分
）／
□問
星
の
子
サ
ー
ク
ル

の
谷
亀
1（
36
）４
３
５
８

●
初
心
者
の
た
め
の
弓
道
教
室

高
校
生
以
上
／
５
月
12
日
〜
６
月

16
日
の
①
火
・
土
曜
日
、
午
前
10
時
〜

11
時
30
分
②
火
曜
日
午
後
６
時
30

分
〜
８
時
と
土
曜
日
午
後
２
時
〜
３

時
30
分
／
平
塚
総
合
体
育
館
／
各
20

人
（
先
着
順
）
／
参
加
費
６
０
０
０

円
／
□申
往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
・
希
望
日
時
を
記
入

し
、
〒
259
―
1216
入
野
845
平
塚
市
弓
道
会

の
池
谷
幸
夫
ま
で
1（
58
）１
１
３
８

●
社
交
ダ
ン
ス
初
心
者
講
習
会

４
月
２
日（
月
）・
24
日（
火
）・
27

日（
金
）か
ら
６
月
ま
で
毎
月
３
回（
全

９
回
）、
午
後
７
時
30
分
〜
10
時（
最

終
日
は
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
）／
中
央

公
民
館
／
30
人（
先
着
順
）／
受
講
料

５
０
０
０
円
／
□問
平
塚
市
ダ
ン
ス
ス

ポ
ー
ツ
協
会
の
増
田
1
・
6（
23
）０

２
３
７

●
剣
道
教
室
の
新
入
生
を
募
集

年
長
児
以
上
／
毎
週
月
・
水
曜
日
、

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分
／
富
士

見
小
学
校
／
入
会
金
１
５
０
０
円
、

月
会
費
１
５
０
０
円
／
当
日
会
場
で

受
け
付
け
／
□問
平
塚
市
剣
道
連
盟
富

士
見
支
部
の
安
田
1（
31
）４
９
７
９

●
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

年
長
児
〜
小
学
生
／
毎
月
３
回
土

曜
日
、午
後
４
時
45
分
〜
５
時
45
分
／

大
野
公
民
館
／
月
会
費
３
５
０
０

円
／
□問
大
野
ジ
ュ
ニ
ア
ジ
ャ
ズ
ダ
ン

ス
の
及
川
1（
53
）０
０
１
８

●
剣
道
を
始
め
ま
せ
ん
か

４
歳
以
上
／
毎
週
日
曜
日
、
午
後

４
時
〜
６
時
／
横
内
小
学
校
ま
た
は

真
土
小
学
校
／
月
会
費
１
５
０
０

円
／
□問
横
内
剣
友
会
の
西
本
1（
54
）

６
０
６
９

●
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
初
心
者
教
室

小
学
生
／
５
〜
８
月
の
毎
月
２
回

金
曜
日
、
午
後
０
時
45
分
〜
１
時
45

分
／
①
花
水
公
民
館
②
富
士
見
公
民

館
／
月
会
費
３
５
０
０
円
／
□問
幼
児
音

感
サ
ー
ク
ル
の
豊
島
1（
33
）０
３
０
１

●
一
緒
に
歌
い
ま
せ
ん
か

毎
月
第
２
・
４
火
曜
日
、
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
／
青
少
年
会
館
／
参

加
費
１
回
１
０
０
０
円
／
□問
フ
レ
ン
ズ

歌
の
会
の
岡
本
1（
32
）６
２
２
５

●
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
に
入
ろ
う

浜
岳
地
区
を
中
心
に
活
動
で
き
る

小
学
校
１
〜
５
年
生
／
毎
月
２
回
日

（
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
）、
午
後
５

時
〜
７
時
／
ひ
ら
つ
か
ア
リ
ー
ナ
／

40
人
（
先
着
順
）
／
参
加
費
５
０
０

円
／
□問
平
塚
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
振

興
会
の
田
中
1
090
―
3450
―
5840

●
太
極
拳
で
健
康
づ
く
り

毎
週
水
曜
日
、
午
後
７
時
〜
９

時
／
平
塚
総
合
体
育
館
ま
た
は
江
陽

中
学
校
／
入
会
金
２
０
０
０
円
、
月

会
費
３
０
０
０
円
／
当
日
会
場
で
受

け
付
け
／
□問
平
塚
太
極
拳
同
好
会
の

萩
原
1（
33
）５
２
０
３

●
合
気
道
で
心
と
体
を
鍛
え
よ
う

小
学
校
２
年
生
〜
中
学
生
／
毎
月

４
回
土
曜
日
、
午
後
３
時
〜
５
時
40

分
／
青
少
年
会
館
／
月
会
費
３
０
０

０
円
／
当
日
会
場
で
受
け
付
け
／
□問

土
筆
ス
ポ
ー
ツ
合
気
道
教
室
の
二
見

1（
31
）０
２
７
４

●
気
功
で
健
康
な
体
づ
く
り
を

４
月
13
日（
金
）・
27
日（
金
）か
ら

毎
月
２
回
金
曜
日
、
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分
／
中
央
公
民
館
／
月

会
費
２
５
０
０
円
／
当
日
会
場
で
受

け
付
け
／
□問
中
国
禅
密
気
功
平
塚
会

の
城
田
1（
31
）０
９
８
３

●
囲
碁
の
勉
強
を
し
ま
せ
ん
か

講
師
に
よ
る
講
義
、
対
局
／
高
校

生
以
上
、
初
心
者
〜
級
位
者
／
毎
月

３
回
日
曜
日
、
午
前
９
時
〜
正
午
／
市

民
セ
ン
タ
ー
／
入
会
金
１
０
０
０
円
、

月
会
費
１
０
０
０
円
／
□問
日
曜
囲
碁

勉
強
会
の
羽
沢
1（
59
）７
２
９
９

●
和
太
鼓
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

初
心
者
、
22
〜
40
歳
位
の
女
性（
お

子
さ
ん
の
い
る
方
も
可
）
／
毎
月
３

回
、
主
に
土
・
日
曜
日
／
ひ
ら
つ
か

ア
リ
ー
ナ
／
５
人（
選
考
）／
入
会
金

３
０
０
０
円
、
参
加
費
１
回
３
５
０

０
円
程
度
／
□申
４
月
15
日（
日
）ま
で

に
、
電
話
で
伊
豆
箱
根
太
鼓
の
君
崎

ま
で
1（
22
）５
５
０
４

●
着
付
け
を
学
び
ま
せ
ん
か

普
段
着
か
ら
留
め
そ
で
ま
で
の
手

結
び
に
よ
る
着
付
け
／
女
性
／
毎
月

２
回
木
曜
日
、
午
前
10
時
〜
正
午
／

市
民
セ
ン
タ
ー
／
25
人（
先
着
順
）／

月
会
費
１
０
０
０
円
／
□問
着
付
け
サ
ー
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ク
ル
よ
そ
お
い
の
藤
山
1（
22
）６
４

５
１

●
ス
ピ
ー
チ
の
勉
強
を
し
ま
せ
ん
か

毎
月
２
回
水
曜
日
、
午
前
10
時
〜

正
午
／
中
央
公
民
館
／
10
人
（
先
着

順
）／
月
会
費
１
０
０
０
円
／
□問
人
前

で
の
話
う
ま
く
な
ろ
う
会
の
奥
山
1

080
―
5030
―
9841

●
プ
ロ
棋
士
に
よ
る
囲
碁
講
座

指
導
碁
、
自
由
対
局
／
毎
月
第

２
・
４
土
曜
日
、
午
前
10
時
〜
正

午
／
市
民
セ
ン
タ
ー
／
月
会
費
２
４

０
０
円
／
□問
文
化
サ
ー
ク
ル
囲
碁
カ

ル
チ
ャ
ー
の
小
倉
1（
22
）９
５
７
７

●
美
し
い
文
字
を
習
得
し
ま
し
ょ
う

①
ペ
ン
・
ボ
ー
ル
ペ
ン
②
筆
ペ
ン
／

毎
月
第
１
・
３
金
曜
日
、
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
／
崇
善
公
民
館
／

月
会
費
２
５
０
０
円
／
□問
崇
善
ペ
ン

習
字
ク
ラ
ブ
の
高
橋
1
090
―
3917
―
9947

●
御
殿
ま
り
を
作
り
ま
し
ょ
う

毎
月
第
１
金
曜
日
、
午
後
１
時
〜

３
時
30
分
／
市
民
セ
ン
タ
ー
／
月
会

費
１
５
０
０
円（
材
料
費
別
途
）／
□問

御
殿
ま
り
の
会
の
及
川
1（
33
）６
０

６
４

●
楽
し
く
音
感
を
身
に
つ
け
よ
う

３
歳
以
上
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保

護
者
／
①
毎
月
４
回
水
曜
日
、
午
後

１
時
45
分
〜
２
時
45
分
②
毎
月
４
回

　このコーナーでは、平塚市に転入してきた方にお願
いしているアンケートにご協力いただいたみなさんを、
紹介しています。 

広報課（121－8761） 問 

近
藤
伸
一
さ
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー（
真
田
） 

サ
ー
ク
ル
掲
示
板

会
員
募
集
や
活
動
発
表
な
ど
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

【
掲
載
手
続
き
】

広
報
課
に
あ
る
申
込
書
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

内「
広
報
ひ
ら
つ
か
」の
ペ
ー
ジ
に
あ

る「
サ
ー
ク
ル
掲
示
板
利
用
案
内
」か

ら
も
申
し
込
め
ま
す
。

（http://w
w
w
.city.hiratsuka.ka

nag
aw
a.jp/koho/circle.htm

）

※
初
め
て
掲
載
を
申
し
込
む
場
合
は
、

会
則
ま
た
は
設
立
趣
意
書
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

【
申
し
込
み
期
間
】

掲
載
希
望
月
の
２
か
月
前
の
１
日

（
１
日
が
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
場
合

は
、
２
日
以
降
に
市
役
所
が
開
く
最

初
の
日
）午
前
８
時
30
分
か
ら
先
着
順

で
20
団
体
。

【
掲
載
で
き
る
回
数
】

同
一
団
体
の
掲
載
は
、
４
月
か
ら

翌
年
３
月
ま
で
の
間
で
２
回
ま
で
。

１
回
目
の
掲
載
後
、
３
か
月
以
上
間

隔
を
お
く
こ
と
と
し
ま
す
。

【
掲
載
で
き
る
も
の
】

全
市
域
の
市
民
が
対
象
で
あ
る
も

の
。
会
場
が
公
共
施
設
で
、
活
動
や

発
表
場
所
、
掲
載
す
る
連
絡
先
が
平

塚
市
内
で
あ
る
も
の
。
個
人
宣
伝
、

宗
教
・
政
治
的
活
動
、
営
利
目
的
な

ど
で
な
い
も
の
。

□問
　
広
報
課
1（
21
）８
７
６
1

6（
21
）９
６
１
３

卒業を祝う会
3月7日（水）・松延小学校
卒業を迎える６年生を囲んでの「卒業を祝う会」。
各学年の児童がアイデアを出しあった心の込もっ

た贈り物に、わたしたちも感動しました。
６年生にとって忘れられない一日に
なったことでしょう。
卒業式には、６年生が自分たちで

育ててきたサクラソウが会場に飾ら
れるそうです。
卒業生のみなさん、中学生になっ

ても、元気に頑張ってくださいね。
市民カメラ特派員
窪田さん

t
今回は、市民カメラ特派員の窪田洋三さん

（老松町）と小池守年さん（宝町）が取材、編集
しました。

在校生から心を
込めた贈り物

卒業生のみなさん、
新しいスタート、おめでとう！

楽しい思い出をありがとう

～これからわたしも平塚市民～

もう少し大きな家に住みたいと思い探していた
ところ、これから家が建つというこの辺りの環境
が気に入って、秦野市から引っ越してきました。
以前から総合公園にはよく遊びに行っていまし

たが、平塚は道路が広く、公共の施設も大きいで
すね。プラスチック容器包装のごみ収集が週に１
度来てくれるのもとっても便利です。
これから周りに家がたくさん建ち、この辺りが

もっとにぎやかになるのが楽しみです。

先
生
方
か
ら
も
歌
に
の
せ
て

エ
ー
ル
が
送
ら
れ
ま
し
た

ご近所がにぎやかになるのが待ち遠しいです
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